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1. 腰椎椋突起に発生した外骨腫の 2症例 
0佐藤英貴，勝呂徹，遠藤富士乗
(千大)
川瀬幹雄，加藤之康，国井光隆
(国立国府台)
高田典彦，保高英二，梅田 透
(千葉県がんセンター)
永瀬譲史 (松戸市立)
外骨腫は良性骨腫蕩中，最も多くみられるがその発生
は長管骨の metaphysisに多く，脊椎に発生するものは
稀である。我々は，腰椎糠突起に発生した 2例の外骨腫 
23歳男子，第 3腰椎練突起発生の10X4 cmの外骨腫(11
歳男子，第 2腰椎東京突起発生の 3X 2cmの外骨腫)を
経験した。之の症例をもとに，外骨腫の発生頻度，部位
高位別発生頻度と神経症状発生率および診断治療につい
て，検討を加えて報告した。 
2. 巨大なる仙骨脊索腫の 1症例 
0森川嗣夫，勝呂徹，遠藤富士乗
(千大)
脊索腫は，悪性骨腫療中比較的稀にみられるものであ
るが，我々は55歳の男子の巨大なる仙骨部脊索腫を経験
した。この症例をともに，脊索腫の男女別発生頻度，部
位別発生頻度についての検討を加えた。さらに，当教室
が現在までに経験した他の11例をも加えて，当教室にお
ける脊索腫の治療法についての検討を加えて報告した。 
3. 悪性骨巨細胞腫の 2例 
0岩崎伸行，松井宣夫，遠藤富士乗
(千大)
高田典彦，保高英二，梅田 透
(千葉県ガンセンター)
症例 1: 18歳，女性，第 3頚椎発生の Convert type 
の悪性骨巨細胞腫で，局所再発をくり返し死亡した。
症例 2: 77歳，男性，左大腿骨に発生した Fullytype 
の恐性骨巨細胞腫で，股関節離断術を行い，肺転移があ
るものの，生存している。
以上より悪性骨巨細胞腫の治療を考えると， Convert 
typeのものには局所療法を主体とし， Fully typeのも
のにはむしろ骨肉腫と同様な intensiveな治療が必要で、
あると考える。 
4. Malignant Schwannomaの1剖検例について 
0前田勝久，勝呂徹，遠藤富士乗
秋田徹，石井猛 (千大) 
Recklinghausen病の51歳女性に発生せる， Malignant 
Schwannomaのー剖検例を経験した。腫療は大腿部に
発生し徐々に増大，手術的治療を行うも，術後 6カ月に
て全身転移(肺，月干，脊椎等)のため死亡。 Malignant 
Schwannomaの診断にあたっては，組織学的に一見良
性腫壌を示するものもあるが，急速に増大傾向を示すも
のは MalignantSchwannomaを考えなければならな
い。本腫療の発生頻度，治療，及び Recklinghausen病
の悪性化につき，検討を加え報告した。 
5. 環軸椎関節回旋性亜脱臼の治験例 
0森石丈二，井上駿一，宮坂斉
保坂瑛一，湯山琢夫 (千大) 
8歳女児。既応歴に特記すべき事なく，特発性に斜頚
が出現， 8カ月後治療を開始した。単純X線， 断層撮
影， CTscan，さらに，牽引下にて CT動態撮影を実施
した。単純X線側面像で，環椎後弓の頭側転位が認めら
れ， Atlantodental intervalは5mmであった。又， CT 
では，環軸惟関節の回旋動態を直接知る上で有効であっ
た。 4週間の直接牽引の後， Brooks & J enkins法によ
り後方固定術を行ったq 術後4カ月，良好な経過をたど
っている。
